
令和6年度
『経産省×中⼩機構 共同開催
航空宇宙産業ビジネスマッチング』

事業のご案内

令和6年5⽉24⽇（開始）・6⽉中旬（1社2件ニーズ追加）
【事務局】経済産業省関東経済産業局
【連携】独⽴⾏政法⼈中⼩企業基盤整備機構
【協⼒】経済産業省航空機武器宇宙産業課航空機部品・素材産業室、

各地⽅経済産業局
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１．事業の⽬的・概要
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• 国内航空宇宙産業の競争⼒強化を図るため、ビジネスマッチングを実施し、
①川下企業のサプライチェーン強化・構築、及び②全国の中⼩企業の販路拡⼤・新規参⼊を⽀援。

• 中⼩企業基盤整備機構が運営するマッチングサイト「ジェグテック」を活⽤し、ニーズシートの確認から
提案書提出までをワンストップで実施可能。

⑨⼀⻫商談会or個別商談にてマッチング

③ジェグテックへの登録・
ニーズシート⼊⼿

⑥商談候補選定

（商談⽅式の調整）

②ジェグテックへの登録・
ニーズシート公開

⑤提案書受領・確認

⼤
企
業
等

プライム
Tier1

中
⼩
企
業
等

Tier2
Tier3

【バイヤー】 【サプライヤー】
①主旨説明

⑩フォローアップ ⑩フォローアップ

【事業実施主体】

サプライチェーンの強化・構築 販路拡⼤/新規参⼊⽀援

④ジェグテック経由で
提案書提出

×

⑧商談⽇時・⽅法の調整（⼀⻫商談⽅式の場合は事務局を介して調整）

⑦選定結果通知

【事務局】関東経済産業局
【協⼒】各地⽅経済産業局



２．今年度ニーズ内容

１．株式会社IHIエアロスペース
１－１︓⼤型リング加⼯の機械加⼯

２．⽇機装株式会社
２－１︓難材（樹脂等）メッキ加⼯
２－２︓アルミ部品表⾯処理

（アロジン、重クロム酸エッヂング）
２－３︓CFRP機械加⼯

３．テトラ・アビエーション株式会社
３－１︓eVTOL製造を簡潔に進めるための

各種部品・アセンブリ
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４．加賀産業株式会社
４－１︓航空宇宙製品の表⾯処理及び塗装
４－２︓航空宇宙製品の板⾦及び熱処理

５．株式会社Synspective
５－１︓SAR衛星コンステレーションのためのアンテナサプライヤー

６．将来宇宙輸送システム株式会社
６－１︓Alloy X750 (インコネル）薄板精密板⾦加⼯
６－２︓将来の宇宙輸送機（再利⽤型ロケットや有⼈往還機）

に向けた着陸⽤緩衝装置

• 6社が参加。（令和6年6⽉中旬に1社追加）
• ニーズシートはジェグテックの関東経済産業局ページに掲載。



３. スケジュール
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内容担当者⽉⽇

ニーズ公開・提案募集開始（ジェグテックにて掲載）
※ジェグテック上にて提案書をご提出いただきます。
※提出いただいた提案書について、事務局（関東経済産業局）以
外の地⽅経済産業局の担当者から連絡が⼊る場合がございます。
※⼤企業で提案を希望される場合は事務局までご連絡ください。

事務局
→サプライヤー

5⽉24⽇
（⾦）

提案書提出締め切りサプライヤー
→事務局

7⽉5⽇
（⾦）

バイヤーにて提案書を選考し、⾯談を希望するサプライヤーを選定事務局
→バイヤー

7⽉中旬〜
8⽉下旬

準備ができ次第ジェグテック上にて選定結果をサプライヤーへ通知
※ニーズ毎に全ての提案者に対して通知します。

事務局
→サプライヤー8⽉下旬

⼀⻫商談会の⽇程調整
※開催場所は東京都内を予定。
※バイヤーの意向により、事務局を介さない「個別商談」となる場合有。

事務局
→バイヤー、サプライヤー9⽉上旬〜

⼀⻫商談会にて商談事務局
→バイヤー、サプライヤー

9⽉下旬〜
11⽉上旬



４．ジェグテックのご紹介

⽇本の中⼩企業と⼤⼿企業・海外企業をつなぐビジネスマッチングサイトです。
経済産業省所管の独⽴⾏政法⼈ 中⼩企業基盤整備機構が運営しています。
国内外の企業へ情報を発信し、最適なビジネスパートナーを⾒つけ、
製品開発や新規取引に結びつけられるように登録企業を⽀援します。
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提案者が
中⼩企業YES

５．提案書を提出するまでのフローチャート

ジェグテック
に登録して

いる

ニーズ詳細を
確認

ジェグテックにて
提案書提出

NO

提案者が
⼤企業

登録
完了

ニーズ
⼀覧を
確認

提案希望

P11へ

6

事務局（関東
経済産業局 航
空宇宙・⾃動⾞
産業室）へお問
い合わせください

P18へ

ジェグテックへの登録を
お願いします
※登録に約2週間かか
ります。

P3へ
P9・
10へ

P7・8
へ



主にサプライヤー（中⼩企業）向け
※中⼩企業の⽅でニーズを出したい⽅も

こちらから登録できます
バイヤー（⼤⼿企業）向け

６．ジェグテックへの登録
・以下URLから新規登録をお願いします。
・⼤企業と、中⼩企業とで、登録⽅法が異なります。
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https://jgoodtech.smrj.go.jp/pub/ja/deal/



1.会社の基本情報について （企業名、法⼈番号、住所、代表者名など）
2.会社の事業について ●事業内容・特⻑

●主要製品・技術・商品・サービスの概要・ 活⽤事例
●知的財産・表彰実績等
●⼤⼿企業、海外企業との取引先
●代表者メッセージ（今後の販路開拓に向けた取り組み、ジェグテックの活⽤

意向 等）
3.ジェグテックの登録担当者情報について ●主担当者（⽒名等）

①申請フォームに応募 内容を記⼊し、申請する（貴社）
②申請内容を元に審査を実施（中⼩機構）
③採択された企業には、採択結果通知後、２週間程度を⽬途に電⼦メールにて「会員登録」 の案内

を送付（中⼩機構）
④送付された URL（アドレス）から会員登録の⼿続きをする（貴社）

※掲載後も随時、企業情報の⼊⼒・更新が可能です。

ジェグテックの登録までの流れ（中⼩企業の皆様）

主な申請項⽬

６．ジェグテックへの登録
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７．ニーズ詳細を確認する
・ジェグテック上にて確認することができます（詳細はジェグテックに登録した上でログインが必要です）。

9

https://jgoodtech.smrj.go.jp/ja/web/page/corp/-
/info/JC0000000025761/appeal/jpn

※ニーズ詳細はイメージです。

ジェグテック 関東経済産業局のページ

ニーズ名の下のURLを
コピーペーストください



７．ニーズ詳細を確認する
• ニーズ詳細画⾯にアクセスしたら、補⾜資料をチェック。ニーズシートと提案書がダウンロードできます。
• また、この画⾯から、ニーズへの提案画⾯へ⾏くことができます。
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1

1 ニーズの詳細を確認する
ニーズの詳細画⾯で、ニーズ内容を確認できます。

2

2 ニーズシート・提案資料をダウンロードする
「補⾜資料」から、以下の資料がダウンロードできます。
①ニーズシート
②提案書（主要保有設備⼀覧シート含む）

3

3 ニーズへ提案する
ニーズへ提案したいときは、「ニーズへ提案する」ボタンを
クリックします。

※ニーズ詳細はイメージです。



８．提案書の作成・提出

• 前ページの「ニーズへ提案する」から、こちらに遷移します。
• ニーズ詳細を基に、提案書を作成したら、ご提出ください。
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1

1 提案内容
①、③、④については、提出先のバイヤー名をご記載く
ださい。

2

2 提案資料を添付する
前ページにてダウンロードした、以下の資料を必ず添付してく
ださい（設備を保有していない場合も必須）
〇提案書.xlsx
※提案書ファイル提出の際は以下の点にご注意ください。

・拡張⼦は”.xlsx”のままとしてください（PDF化不要）
・ファイル名に“提案書”と含めたままにしてください

その他、貴社の会社説明資料など、バイヤーに提出できる資
料がありましたら、添付をお願いいたします。

3

3

4

4

⼊⼒内容を確認する
「確認画⾯へ」ボタンをクリックします。
⼊⼒内容の確認後、提案書の提出を⾏います。

5

5

※ニーズ詳細はイメージです。
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９．過去の実績

【バイヤー企業の傾向】
 2023年度は、次世代産業である空⾶ぶクルマ関連ニーズは寄せられなかったものの、航空機（⺠需・官需）に加え、宇宙、ドロー

ン関連部品等、幅広いニーズが寄せられた。
 航空需要の回復途上にあり、技術的親和性の⾼い航空機サプライヤーとの協業を望む声が多い傾向。
 ⼤⼿重⼯、Tier1企業等にご参加いただき、複数年度で参加されているバイヤーも⼀定数存在。
【サプライヤー企業の傾向】
 2023年度は提案社数・提案件数ともに前年より急増。機械加⼯ニーズが多かったことから、認証等はあるとはいえ、機械加⼯メー

カーを中⼼に⽐較的参⼊の障壁がそれほど⾼くなかったのではと思われる。
 依然厳しい状況にある既存航空機サプライヤーは、本業である航空宇宙分野の販路拡⼤を⽬的に、昨年に引き続き本マッチング

事業へ参加しており、より技術⼒が⾼く、実績豊富なサプライヤー参加が多い傾向。
【選定企業の傾向】
 2020年以降は新型コロナウィルス感染症の拡⼤により⼀⻫商談会を中⽌（個別商談形式に変更）した結果、選定企業数の割

合は2〜3割程度まで減少。しかし、直近の2022年度・2023年度は約4割まで回復。
 選定企業の多くは航空宇宙産業における「実績」や「認証資格」を有する優れたサプライヤーが選ばれる傾向にある。

2023年度2022年度2021年度2020年度2019年度2018年度2017年度
9社

14件
9社

14件
9社

28件
5社

22件
12社
16件

12社
20件

9社
20件

バイヤー数
ニーズ数

129社
280件

76社
149件

158社
246件

214社
356件

93社
195件

71社
116件

83社
188件

提案社数
提案件数

52社
66件

30社
37件

38社
53件

52社
63件

63社
87件

34社
45件

50社
87件

商談社数
商談件数

・中⼩機構J-
GoodTech活⽤

・中⼩機構J-
GoodTech活⽤
・3年ぶりの⼀⻫商
談会開催

・中⼩機構J-
GoodTech活⽤

・中⼩機構J-
GoodTech活⽤

・中⼩機構J-
GoodTech活⽤備考



１）ニーズシート

・ニーズシートを第三者へ配布することは禁⽌させていただきます。

・必ず、ニーズシート等バイヤー企業からの資料を熟読の上、貴社技術・設備がニーズと合致するかどうかご確認ください。

・ニーズシートの内容等に関するお問合せにつきましては、記載されている範囲を超えてお答えできません。

２）提案書、主要保有設備⼀覧への記⼊

・⾃社の特徴、強み、バイヤーが貴社と取引することで得られる価値等を具体的にご説明ください。

・バイヤーからのニーズシートを熟読し、貴社技術・設備がニーズと合致するかどうかご確認ください。

・過去マッチングにて、選定外となった主な理由は以下のとおりです。

「弊社が求めている作業内容と違っている。」

「商談にあたっての事前/事後対応が不⼗分。」

「⾦属材料調達も含め、機械加⼯＋表⾯処理ができるパートナー様を要望している。」

「航空機部品加⼯のパートナー様として実際にお付き合いさせて頂く為には、技術⼒に加えて、品質管理能⼒も重要要素と考えており、

その裏付けとなるQMS認証をお持ちでない。」

「機械加⼯が得意な会社だが、有意差がわかりづらい。」

「試作はできそうだが、量産に対応できない。」

「既に他⼯場で取引実績あり。」

10．その他の留意事項(1/4)

13
（注）複数のバイヤーからお寄せ頂いた理由を網羅的に記載したものであり、

これら全てを満たさなければお取引できないというわけではありません。



３）航空宇宙産業等に係る情報提供メールの配信希望の有無について

・提案書上でメルマガ配信の希望を申し出ることが可能です。メールの配信を希望する⽅は「希望する」を選択してください。

・なお、以下の地⽅経済産業局が以下の事業者をターゲットとしていますので、ご留意ください。

①関東経済産業局︓
茨城県、栃⽊県、群⾺県、埼⽟県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、⼭梨県、⻑野県、静岡県の事業者に限る

②中部経済産業局︓
愛知県、岐⾩県、三重県、富⼭県、⽯川県の事業者に限る

③近畿経済産業局︓
全国の事業者

※なお、関東局では、国等における航空宇宙産業振興施策、ものづくり産業⽀援施策といったコンテンツの配信を予定しています。

４）書類の提出

・提出期限以降は⼀切受付できませんので御注意下さい。

・⽇本国内に本社を有する企業からのみ提出を受け付けます。
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10．その他の留意事項(2/4)



５）事務局及び協⼒機関からの連絡

・本マッチング事業は、事務局（関東経済産業局航空宇宙・⾃動⾞産業室）を主体としながら、各地⽅経済産業局の担当部署と協
⼒しながら運営しております。

・提案書提出後の連絡については以下の通り進めますので、あらかじめご留意ください。

・なお、本マッチング事業全体に係るお問い合わせは、事務局までお問合せください。

<1>選定結果等の連絡 【担当︓事務局（関東経済産業局）】

・事務局がジェグテック上のコメント欄にて⾏います（提案者が中⼩企業の場合*）。
*中⼩企業以外の場合は事務局が適宜の⽅法で連絡します。

<2>提出した提案書に不備があった場合 【担当︓協⼒機関（各地⽅経済産業局）、事務局】

・不備等があった場合は、提案者の所在地を管轄する地⽅経済産業局の担当部署がメール等で連絡します（ジェグテックを介さない）。

・ただし、提案書の受付が不可能な程度に重⼤な不備があった場合は、事務局がジェグテック上のコメント欄にて⾏います。

<参考>各地⽅経済産業局（協⼒機関）の担当部署
①北海度経済産業局 地域経済部製造・情報産業課
②東北経済産業局 地域経済部製造産業課
③中部経済産業局 地域経済部航空宇宙・次世代産業課
④近畿経済産業局 産業部 製造産業課
⑤中国経済産業局 地域経済部製造・情報産業課
⑥四国経済産業局 地域経済部地域経済課 産業技術室
⑦九州経済産業局 地域経済部製造産業課

15

10．その他の留意事項(3/4)



５）書類選考後

・バイヤー企業及び事務局（協⼒機関含む）は、選定結果（不採択理由含む）に関するお問い合わせは⼀切受付できませんのでご
了承ください。

・書類選考通過企業は、事務局からの連絡に基づき、商談に向けて調整を開始することとなります。

なお、⼀⻫商談会・個別商談の別は事務局の連絡の際にご連絡します。

＜商談実施までの調整の進め⽅（想定）＞

〇⼀⻫商談会の場合︓⽇程調整は事務局を介して調整します。会場は都内を予定しています。

〇個別商談の場合︓バイヤー企業からの直接連絡の後、⽇程・場所・⽅式を含む各種調整を実施してください。

・以降の商談・契約は受発注企業双⽅の責任にて、⾏っていただきます。

・年度末までに、事務局からフォローアップ調査を致しますので、ご協⼒ください。

・成約後にメディアに露出する場合、バイヤー企業の同意を得た上で、「本マッチングを利⽤した」旨の掲出に、可能な限りご協⼒ください。

以上全てに同意いただける企業様のみ御参加ください。
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10．その他の留意事項(4/4)



11．成約後にも活⽤可能性のある⽀援策
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• バイヤーと取引するにあたって、以下の⽀援策（⼀部）あり。

「⽣産体制強化のため設備投資をしたい」「新たに航空機産業へ参⼊したい」
 ものづくり補助⾦
（⾰新的サービス開発、試作品開発、⽣産プロセスの改善を⾏うための設備費等を補助）
https://portal.monodukuri-hojo.jp/
※現在公募は終了しております。（第18次︓2024年1⽉31⽇〜3⽉27⽇）

 事業再構築補助⾦
（新分野展開、業態転換、事業・業種転換に係る設備費等を補助）
https://www.meti.go.jp/covid-19/jigyo_saikoutiku/index.html
※現在公募中（第12回公募︓2024年4⽉23⽇〜7⽉26⽇）

公募要領公開中（申請開始時期未定）

「バイヤーと共同研究をしたい」
 成⻑型中⼩企業等研究開発⽀援事業（旧サポイン補助⾦）
（⼤学・公設試等と連携して⾏う、研究開発や成果の販路開拓に係る物品費等を補助）
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/sapoin/2024/240216kobo.html
※現在公募は終了しております。（１次公募︓2024年2⽉16⽇〜2024年4⽉16⽇）

等



1２．お問い合わせ先

【マッチング全般に関するお問合せ先】
経済産業省 関東経済産業局
産業部 製造産業課 航空宇宙・⾃動⾞産業室

電話 ０４８－６００－０２８２
メール bzl-kanto_mobility★meti.go.jp
※「★」は「@」に置き換えてください。
※職員在宅勤務の場合が多いため、可能な限りメールをご利⽤ください。

【J-Goodtechに関するお問合せ先】
独⽴⾏政法⼈中⼩企業基盤整備機構
販路⽀援部 マッチング⽀援課
電話 ０３－５４７０－１８２４
メール hanro-web@smrj.go.jp
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